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外
がい

国
こく

人
じん

のための情
じょう

報
ほう

Information for Foreigners�

　
市
で
は
、
外
国
人
市
民
へ
の
支
援
事
業
や
交
流
を
深
め
る
活
動
を
行
い
、
多
文
化
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
奮
３
２
８

多
文
化
共
生
の
社
会
を
目
指
し
て

多
文
化
共
生
と
は

　
多
文
化
共
生
と
は
、
国
籍
や
民

族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

の
文
化
の
違
い
を
理
解
し
認
め
合

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

市
内
の

外
国
人
市
民
に
つ
い
て

　
市
に
は
、
１
月
１
日
現
在
、
50

カ
国
、
約
３
９
０
０
人
の
外
国
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
約
４

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
生
活
を
す
る
外
国
人
市

民
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

①
多
文
化
交
流
事
業

　
市
内
で
国
際
交
流
や
外
国
人
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
中

心
と
し
た
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
が
企
画
・
運
営
し
、
年
１
回

外
国
人
市
民
と
地
域
住
民
と
の
交

流
の
機
会
を
も
つ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

②
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
　
日
本
語
学
習
者
の
支
援
を
す
る

た
め
、
日
本
語
の
知
識
や
教
え
方

を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③
八
潮
市
多
言
語
サ
ポ
ー
タ
ー

　
公
共
施
設
内
に
お
け
る
通
訳
や

市
が
作
成
す
る
文
書
な
ど
を
翻
訳

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

④
八
潮
市
外
国
人
市
民
意
識
調
査

　
外
国
人
市
民
の
生
活
実
態
や
ニ

ー
ズ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参

画
し
や
す
い
環
境
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
に
、
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
結
果
は
、
今
後
の
事
業

に
生
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。

⑤
埼
玉
県
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
事

業
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

　
海
外
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る

外
国
人
教
師
の
１
泊
２
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
①
〜
⑤
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑴『日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

』Japanese language class
　日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えてくれるところがあります。

　詳
くわ
しくは、市

し
ホームページを見

み
てください。

⑶『外
がい

国
こく

人
じん

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

センター埼
さい

玉
たま

』Saitama Information & Support　
　外
がい
国
こく
語
ご
で電

でん
話
わ
相
そう
談
だん
ができます。※専

せん
門
もん
相
そう
談
だん
は対

たい
面
めん
で、

予
よ
約
やく
が必

ひつ
要
よう
です。

　対
たい
応
おう
言
げん
語
ご
：�英

えい
語
ご
、中

ちゅう
国
ごく
語
ご
、スペイン語

ご
、ポルトガル

語
ご
、朝

ちょう
鮮
せん
・韓

かん
国
こく
語
ご
、タガログ語

ご
、ベトナム語

ご
、タイ

語
ご
、ネパール語

ご
、インドネシア語

ご
、やさしい日

に
本
ほん
語
ご

　受
うけ
付
つけ
時
じ
間
かん
：月
げつ
～金

きん
曜
よう
日
び
　午

ご
前
ぜん
９時
じ
～午

ご
後
ご
４時
じ
（祝
しゅく
日
じつ
、年
ねん
末
まつ
年
ねん
始
し
を除

のぞ
く）

　電
でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
：048－833－3296

⑵『外
がい

国
こく

人
じん

の生
せい

活
かつ

ガイド』A guide to living in Saitama
　外

がい
国
こく
語
ご
で書

か
かれた生

せい
活
かつ
情
じょう
報
ほう
のガイドブックがあります。

　対
たい
応
おう
言
げん
語
ご
：�英

えい
語
ご
、中

ちゅう
国
ごく
語
ご
、スペイン語

ご
、ポルトガル語

ご
、

朝
ちょう
鮮
せん
・韓

かん
国
こく
語
ご
、タガログ語

ご
、ベトナム語

ご
、日

に
本
ほん
語
ご

外国人市民の国籍別の割合
（令和2年 1月 1日 現在 3916人）

中国
24％

ベトナム
24％フィリピン

19％

朝鮮・韓国
11％

インド
4％

パキスタン
4％

その他
14％

多文化交流事業の様子

日本語教室の様子
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各年の1月1日時点

　
八
潮
の
ま
ち
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
や
、
地
域
活
動
に
役
立
て
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

授業の様子

やしお市民大学
卒業生の感想

●�八潮市を身近に感じ、
行事にもより関心を持
つようになりました。
●�興味あるテーマを一緒
に学び、なんでも話せ
る仲間が出来ました。
●�授業がある土曜日が待
ち遠しくなりました。

や
し
お
市
民
大
学

や
し
お
市
民
大
学

や
し
お
市
民
大
学
大
学
院

や
し
お
市
民
大
学
大
学
院

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

やしお市民大学
第1８期生

やしお市民大学大学院
第1４期生

期　　間

5月～令和4年3月（2年間） 5月～令和3年3月（1年間）

月3回、主に土曜日・全60回(1学
年30回、2学年30回)
午後1時30分～4時30分(ホーム
ルームを含む)

土曜日・全13回
午前9時30分～11時30分

場　　所 やしお生涯楽習館・八潮メセナなど

対　　象 市内在住・在勤で、年間を通じて
学習できる方(中学生以下を除く) やしお市民大学を卒業した方

内　　容

〈1学年〉
文章の基本・福祉・歴史・健康ス
トレッチ・ディベート・コミュニ
ケーション力など
〈2学年〉
文化財見学・環境・防犯・消防署
見学・学長講話・自主研究など
〈1・2学年共通〉
市民公開講座・学外研修など

大学教授などによるゼミ5回
自主研究5回
合同懇談会2回
研究発表会（公開）1回

定　　員 30人（申込順） 15人（申込順）

費　　用 1学年につき1万円 1万円

申し込み 
3月9日から4月13日までに、申込書（やしお市民大学運営事務
局で入手）をやしお市民大学運営事務局(やしお生涯楽習館内、
受付＝午前9時30分～午後4時30分、火・木・日曜日および祝
日を除く）へ

ま
ち
を
知
る
、教
養
を
高
め
る
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
な
る

「
市
民
大
学
の
概
要
」

物
社
会
教
育
課
☎
奮
３
９
２
、
や
し
お
市
民
大
学
運
営
事
務
局
☎
９５１
・
０
５
２
１

　
や
し
お
市
民
大
学
・
市
民
大
学

大
学
院
は
、
皆
さ
ん
の
学
び
た
い
、

知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
応
え

る
と
と
も
に
、
八
潮
市
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
開
校
し
ま

し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
多
彩
で
、
福

祉
や
教
育
、
防
災
、
産
業
、
そ
し

て
都
市
基
盤
な
ど
に
至
る
行
政
全

般
に
加
え
、
文
学
や
健
康
、
自
己

啓
発
に
関
す
る
講
座
な
ど
の
ほ
か
、

学
生
自
身
が
立
案
企
画
す
る
講
座

や
、
市
外
に
出
て
の
研
修
が
組
ま

れ
て
い
る
な
ど
、
他
市
に
類
を
見

な
い
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
講
師
も
各
専
門
分
野
で

ご
活
躍
の
大
学
教
授
か
ら
市
民
大

学
の
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
、
市
の

職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
受
講
生

と
講
師
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
で
講
義
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


